
福井における地域でともに考え支え合う共助型交通の取り組み
～クルマに頼り過ぎない交通空白地の交通まちづくり～

クルマに頼り過ぎない社会づくりにおいて、とくに過疎と高齢化
が進む中山間地のモビリティ確保が求められている。そこで住民
が主体となり地域でともに考え支え合う共助型交通に注目し、住
民、自治体、交通事業者などが協働して公共交通空白地を解消し、
まちづくりに貢献することを目的として、これらの取り組みを事
例集・実践ヒント集にして「見える化」した。また地域ぐるみの
取り組みを身近に感じてもらうための交流と知見の共有を行った。

川本 義海（福井大学学術研究院工学系部門）
堤 宗和（福井県地域戦略部交通まちづくり課）
粕谷 興正（福井県地域戦略部交通まちづくり課）

クルマに頼り過ぎない社会づくり推進県民会議
設立時期 ２０１１年１０月（第１回県民フォーラム開催）
構 成 員 令和5年3月1日現在、256企業・団体（福井県、１７市町、企業、

各種団体、学識経験者）
事 務 局 福井県地域戦略部交通まちづくり課
活動内容 各種マップ作り（公共交通、自転車）、イベント等でのＰＲ活動、

県民運動推進月間の実施（10・3月）と広報 など

第１８回 日本モビリティ・マネジメント会議（宇都宮２０２３）ＰＢ１５

事例集（2022年3月） 実践ヒント集（2023年3月）

事例集（2022年3月）より 実践ヒント集（2023年3月）より

交通空白地公共交通確保調査について（福井県）
https://www.pref.fukui.jp/doc/sokou/koutuukuuhakuchi.html

交通空白地における公共交通確保 講演会・交流会（2021.12.12）

交通空白地における公共交通確保 実践セミナー（2022.12.11）

（参考）地域で考える「移動の仕組み 8STEP ー START BOOK ー」
一般財団法人 トヨタ・モビリティ基金 2022.9 発行（2023年5月改訂第2版）
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